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研究成果の概要（和文）： 養護教諭を対象とした質問紙調査を実施し、どのように養護診断・対応を行っているのか
を明らかにした。養護教諭やスクールカウンセラー、生徒指導主事への面接調査を実施し、心の健康問題における連携
について分析、記述を行った。スクールソーシャルワーカー（SSW）に面接調査を行い、SSWによる支援について明らか
にした。また、養護教諭へのグループインタビューをもとに、保健室来室者記録の改善を図った。さらに、各関係機関
を訪問し、連携について調査した。アセスメント・シートや情報提供書を作成するとともに、健康相談活動の進め方や
体制づくり、関係機関との連携などについて、研究成果としてまとめた。

研究成果の概要（英文）：This research clarified how yogo teachers diagnose and deal with students who need
 care on the basis of a questionnaire for the teachers. We analysed the methods of addressing psychologica
l problems, focusing on the ways of cooperation, by conducting research by way of interviews with the yogo
 teachers, a school counsellor and a guidance director. In addition, we described the SSW support by way o
f conducting interviews with SSWs. Furthermore, we attempted to improve the records of students visiting h
ealth care rooms by conducting group interviews with yogo teachers, and visited organisations concerned an
d investigated the partnership between them. Through these attempts, we generated assessment sheets and a 
document for provision of information, and summarised the end result of research on the ways of proceeding
 with health care counselling activity, constructing its system and coordinating with institutions concern
ed.
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１．研究開始当初の背景 
平成 20 年 1 月の中央審議会答申「子ども

の心身の健康を守り、安全•安心を確保する
ために学校全体としての取組を進めるため
の方策について」において、養護教諭は、子
どもの現代的な健康課題の解決に向けて重
要な責務を担っており、その対応に当たり、
学級担任等、学校医、学校歯科医、学校薬剤
師、スクールカウンセラーなど学校内におけ
る連携、また医療機関者や福祉関係者など地
域の関係機関との連携を推進することが必
要になっている中、コーディネーターの役割 
を担う必要があることが示されている。その
一方で、養護教諭については一人配置が多い
ことから、保健室来室者の増加や特別な配慮
を必要とする子どもが多く、対応に苦慮して
いる状況が見られることも述べられている。   
また、平成 22 年 6 月に「教員の資質能力

向上特別部会」が設置され、具体的な審議事
項として、「2.新たな教員養成の在り方を踏
まえ、教職生活の全体を通じて教員の資質能
力の向上を保証するしくみの構築について」、
「3.教育委員会や大学をはじめとする関係
機関や地域社会との組織的•継続的な連携•
協働のしくみづくりについて」を挙げている。 
養護教諭が子どもの現代的課題の解決に

おいて重要な役割を果たすことができるよ
うにするためには、養護診断•対応のプロセ
スや連携の在り方を明らかにし、養護教諭が
適切な養護診断や対応を行うことを援助す
るしくみをつくることである。 
 
２．研究の目的 
・質問紙調査によって、養護教諭が行ってい
る養護診断と対応の実態を明らかにする
とともに、学校外の関係者との連携の現状
と課題を探る。 

・養護教諭やスクールカウンセラー、医療関
係者や福祉関係者などに面接調査をし、子
どもの健康課題における連携の在り方に
ついて考察する。 

・養護教諭及び関係機関の専門家の意見に基
づいて、養護教論が実際の養護診断•対応
時に活用できるマニュアルとチェックリ
ス卜を開発し、連携における対応システム
を構築する。 

・子どもの現代的な健康課題の解決に向けた、
学校や教育委員会、大学、関係機関との組
織的・継続的な連携•協働のしくみの基盤
をつくる。 

 
３．研究の方法 
 
(1)養護教諭と対象とした心の健康問題にお
ける養護診断・対応に関する質問紙調査 
新潟県内の幼稚園、小学校、中学校、中等 

教育学校、高等学校、特別支援学校に勤務す
るすべての養護教諭 938名を調査対象者とし
て、平成 23 年 9～11 月に、心の健康問題に
おける養護診断・対応に関する質問紙調査を

実施した。対象者の勤務校へ無記名自記式の
質問紙を郵送し、回収方法も郵送によるもの
とした。 
 
(2)養護教諭、スクールカウンセラー、生徒 
指導主事を対象とした連携に関する面接
調査 
新潟市及び近隣の市町村に勤務する養護 

教諭 4 名、スクールカウンセラー1 名、生徒
指導主事 1 名を対象者として、平成 24 年 8
月～25 年 3月に、心の健康問題における連携
について面接調査を実施した。事例について
の逐語録をもとにカテゴリー化し、複線径
路・等至性モデル（TEM）を用いて分析した。
TEM 図の作成後、それぞれ 2 回目の面接を行
い、分析結果の修正を行った。 
 
(3)保健室来室者記録の改善に関する実践研
究 
新潟市内の小・中・高等学校に勤務する養 

護教諭 6名を対象にして、平成 25 年 8月に、
ファシリテーションの手法を用いて、保健室
来室者記録に関するグループインタビュー
を行った。(1)の質問紙調査の結果も踏まえ
て、保健室来室者記録を作成し、実際に 1ヶ
月使用してもらい、改善を図った。 
 
(4)関係機関や専門家への連携に関する面接
調査 
教育委員会、教育相談所•教育支援センタ

ー、瞥察・少年サポートセンター、児童相談
所、福祉事務所、発達障害者支援センター、
保健所、精神保健福祉センターの関係機関に
平成 25 年 8～9 月に訪問し、心の健康問題に
おける連携について面接調査を行った。 
また、スクールソーシャルワーカー（SSW）

4 名に、平成 25 年 8、9 月に、小・中学生の
問題行動への支援について面接調査を実施
した。面接内容の逐語録から分析ワークシー
トを作成し、カテゴリーとサブカテゴリーを
抽出し、事例の文脈にそって、カテゴリーを
図にまとめた。SSW に 2 回目の面接をし、分
析結果を修正した。 
 
(5)健康相談活動の進め方、アセスメント・
シート、情報提供書等の作成 

 これまでの研究成果をもとに、健康相談活 
動の進め方、アセスメント・シート、情報提 
供書等を作成した。作成にあたっては、連携 
研究者と複数で検討した。 
また、研究成果等を著者としてまとめ、関 

係機関や専門家に意見を求め、加筆・修正を
図った。 
 
４．研究成果 
 
(1)養護教諭を対象とした養護診断・対応に
関する質問紙調査 
新潟県内のすべての養護教諭を対象とし

て、心の健康問題における養護診断・対応に



ついて質問紙調査を実施し、回答者数 651 人
で、回収率は 69.4％であった。 
調査目的は、子どもの保健室来室時におけ

る保健室来室者記録などの使用に関する実
態や、養護診断・対応について明らかにする
こと、学校外の関係者との連携の現状と課題
を探ることである。 
 保健室来室者記録などの使用に関する調
査では、調査項目ごとに単純集計やクロス集
計等を行い、自由記述回答については、類似
する記述内容ごとに分類を行った（表 1参照）。
保健室来室者記録は、校種等により記載内容
が異なり、多岐にわたることが明らかになっ
た。約 4割の養護教諭が、記録の改善を試み
たいと感じていることも分かった。 
 

表 1 保健室来室者記録で改善したい内容 

 

また、心の健康問題についての養護診断・
対応に関する 30 項目について、欠損値を除
いてデータを 602 とし、天井効果が見られた
10 項目を除外して分析した。回答を 4段階尺
度として点数化し、探索的因子分析を行って、
「連携」「養護診断・対応」「子どもとの関わ
り」「専門性」「独自性」の 5因子を抽出した
（表 2参照）。 

表 2 心の健康問題における養護診断・対応の質問項目の因子分析（最尤法、プロマックス回転） 

 

共分散構造分析によるパス解析を行った
結果、観測変数 19、潜在変数 4とした時、適
合度指標は、CFI=.921、RMSEA=.057 となり、
すべてに 0.1％水準で有意なパスが示された
（図 1参照）。 

 
図 1 子どもの心の健康問題への養護診断・対応に対する共分散構造分析 

 

さらに、外部機関や専門家との連携に関す
る調査では、86％の養護教諭が連携の経験が
あり、学級担任に次いで養護教諭が連携を図
っている場合が多いことが分かった。外部連
携先は、医療機関、児童相談所、教育相談機
関が多かった（図 2参照）。 

 

図 2 連携した関係機関や専門家 
 

 質問紙調査のすべての対象者に、調査結果
と学会での発表資料を郵送し、研究成果を知
らせた。 
 
(2)養護教諭、スクールカウンセラー、生徒 
指導主事を対象とした連携に関する面接
調査 

 平成 24 年 8 月に、心の健康問題で関係機
関や専門家と連携した経験のある中学校に
勤務する養護教諭 4名を対象として、子ども



の心の健康課題における連携について面接
調査を行った。連携プロセス上で養護教諭が
どのような判断をしているのか、4 事例につ
いて複線径路・等至性モデル（TEM）を用い
て分析した（図 3 参照）。養護教諭は、①危
険度・緊急度が高いか、②病的であるか、③
校内対応には限界があるか（発達障害や家庭
問題など）、段階的に関係機関との連携の必
要性の判断をしている。連携の必要性の判断、
関係機関に関する情報の提供、関係機関の選
定、医療機関との橋渡しなど、専門家やコー
ディネーターとしての養護教諭の役割が重
要であることが分かった。 

 

図 3 心の健康問題における養護教諭による外部連携のプロセス 
 

 また、平成 25 年 2 月にはスクールカウン
セラー、3 月には生徒指導主事への面接を同
様に行い、連携した事例について調査し、TEM
による分析を行った（図 4参照）。 

 

図 4 心の健康問題におけるスクールカウンセラーによる外部連携のプロセス 

(3)保健室来室者記録の改善 
新潟市内の小・中・高等学校に勤務する養

護教諭 6名を対象にしてファシリテーション
の手法を用いてグループインタビューを行
い、子どもの心の健康問題に気づく視点と保
健室来室者記録に入れたい項目についてま
とめた（表 3、4参照）。 

 
表 3 子どもの健康問題に気づく視点 

 

表 4 保健室来室者記録に入れたい項目 

 

グル一ブインタビューの結果と養護教論
を対象とした保健室来室者記録に関する質
問紙調査の結果に基づいて、養護教諭が心の
健康問題に気づくことを視点に入れて、保健
室来室者記録を作成した。発達段階や系統性
を考慮して小•中•高等学校用を作成し、実際
に 6名の養護教諭から約 1ヶ月使用してもら
い、改善を図った（図 5参照）。 

 

図 5 保健室来室者記録（中学校編） 

 



(4)関係機関や専門家への連携に関する面接
調査 
心の健康問題において，関係機関との連携

が重要であることから、心の健康問題に関わ
る関係機関ついての資料を集めるとともに、 
新潟県及び新潟市内の関係機関に実際に訪
問し、面接調査を行った。関係機関は、教育
委員会、教育相談所•教育支援センター、警
察・少年サポートセンター、児童相談所、福
祉事務所、発達障害者支援センター、保健所、
精神保健福祉センターなどである。 
また、連携におけるキーパーソンとなって

いるスクールソーシャルワーカー（SSW）4 名
に面接調査をし、SSW による小•中学生の問題
行動等への支援について、14 のカテゴリーと
53 のサブカテゴリーを抽出し、支援の構造を
図 6のようにまとめた。学校支援や子どもへ
の支援、家族支援、医療機関との連携、関係
機関・地域との連携は相互に関連し合ってお
り、それら全体がよい方向に向かうようにす
ることで、子どもの問題の改善が図られてい
る。特に、SSW の支援によって、学校体制や
教師の意識が変わることが、非常に大きな効
果をもたらすことが明らかになった。 

 

図 5  SSW による小・中学生の問題行動等への支援の構造 
 

(5)健康相談活動の進め方、アセスメント・
シート、情報提供書等の作成 
質問紙調查や面接調査によって明らかに

なった知見を基に 、健康相談活動の主な流
れ（①問題の予測、②気づき、③危機管理、
④フィジカルアセスメント、⑤情報、⑥養護
診断、⑦支援計画、⑧支援、⑨事後対応）を
図 6のようにまとめ、養護教諭が健康相談活
動を行う際に大切にしたいことを具体的な

事項としてまとめた。ケース会議や連携にお
いて活用するためのアセスメント・シート
（図 7参照）や情報提供書（図 8参照）等に
ついても検討し、作成した。 

 

図 6 健康相談活動の主な流れ 
 

 
図 7 アセスメント･シートの記入例 

 

 

図 8 情報提供書の記入例 
 

各関係機関の協力を得て、健康相談活動の
進め方、学校における体制づくり、関係機関
との連携などについて、これまでの研究成果
も含めて、著書としてまとめた。今後、新潟
県内の養護教諭及び関係機間に配布する予
定である。 
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